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平
成
23
年
４
月
７
日
、
竹
中
電
子
工
業
で
は
「
一
般

事
業
主
行
動
計
画
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
目
標

の
達
成
ま
で
あ
と
一
年
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
次
世
代
育
成
支
援
対
策
法
に

よ
り
、
次
の
世
代
を
担
う
子
供

達
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
環

境
作
り
に
、
企
業
と
し
て
仕
事

と
子
育
て
の
両
立
を
図
る
た
め

「
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
労
働

局
へ
の
届
出
と
従
業
員
へ
の
周

知
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

竹
中
電
子
の
「
行
動
計
画
」
の
内

容
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
計
画
期
間
　
平
成
23
年
４
月

　
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
３

　
１
日
ま
で
の
４
年
間
。

◆
目
標
１
　
平
成
27
年
３
月
３

　
１
日
ま
で
に
、
従
業
員
全
員

　
の
所
定
外
労
働
時
間
を
一
人

当
た
り
月
40

時
間
以
内
と
す

る
。

◆
目
標
２
　
平
成
27
年
３
月
31

　
日
ま
で
に
、
従
業
員
全
員
の

　
休
日
出
勤
の
原
則
禁
止
を
実

　
行
す
る
。

策
定
の
趣
旨
と
し
て
、
一
般
社

員
は
勿
論
の
こ
と
、
役
員
、
管
理

職
、
契
約
社
員
を
含
め
従
業
員

全
員
が
長
時
間
の
勤
務
を
し
て

い
な
い
か
、
休
日
出
勤
で
仕
事

を
し
て
い
な
い
か
、
し
て
い
る

場
合
に
は
そ
れ
が
ど
こ
ま
で
緊

急
性
が
あ
る
の
か
、
本
当
に
必

要
な
も
の
な
の
か
、
業
務
改
善

で
削
減
で
き
る
の
で
は
な
い
か

な
ど
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
働
か

せ
目
標
達
成
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
次
世
代
育
成
支
援
対
策
法
に

基
づ
き
、
従
業
員
全
員
対
象
で

所
定
外
労
働
を
月
40
時
間
以
内

に
し
、
休
日
出
勤
を
な
く
す
と

目
標
を
策
定
し
た
こ
と
は
評
価

し
ま
す
。
あ
と
は
実
行
す
る
こ

と
で
す
。
組
合
は
、
安
全
衛
生
委

員
会
で
労
働
時
間
管
理
や
時
間

外
労
働
時
間
を
確
認
し
て
い
く

こ
と
な
ど
を
提
案
し
て
い
ま
す

が
、
会
社
は
消
極
的
な
姿
勢
の

ま
ま
で
す
。
ど
の
よ
う
に
し
て

目
標
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
、
具
体
的
な
方
策
が
見
え

ま
せ
ん
。

　
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
常
態
化
し

て
い
る
問
題
、
管
理
職
の
労
働

時
間
管
理
の
問
題
な
ど
も
目
標

達
成
に
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
と

に
か
く
、
目
標
の
達
成
ま
で
は

一
年
も
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
図

る
た
め
に
は
、
残
業
や
休
日
出

勤
の
問
題
だ
け
で
な
く
「
仕
事

が
面
白
い
、
職
場
が
楽
し
い
、
会

社
が
好
き
だ
」
と
い
う
感
情
を

持
て
る
雰
囲
気
作
り
、
組
織
作

り
も
大
切
と
思
い
ま
す
。

　
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
目

標
に
あ
と
２
つ
追
加
を
提
案
し

ま
す
。

◆
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
率
を

　
上
げ
る
（
80
％
以
上
）。

◆
協
力
し
合
う
職
場
を
作
る

　（
縦
割
り
行
政
か
ら
脱
却
）

大
人
の
働
き
方
は
、
次
世
代
の

子
供
た
ち
の
未
来
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
す
。
長
時
間
労
働

や
過
密
労
働
で
疲
れ
、
孤
独
感

が
溢
れ
る
組
織
で
ス
ト
レ
ス
を

溜
め
込
ん
で
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て

い
る
親
の
姿
を
見
て
育
っ
た
子

供
が
、
ど
う
し
て
働
く
こ
と
（
職

に
就
く
こ
と
）
に
夢
を
持
て
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
先
ず
、
管
理
職
と
言
わ
れ
て

い
る
人
か
ら
、
労
働
時
間
を
減

ら
す
た
め
の
努
力
を
。
心
身
を

休
養
さ
せ
る
た
め
の
有
給
休
暇

の
積
極
的
な
取
得
を
。
そ
し
て

「
行
動
計
画
」
の
目
標
達
成
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

　
先
日
の
日
曜
日
、
山
科
か
ら

小
関
越
え
で
大
津
に
抜
け
る

コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

　
国
道
一
号
線
の
逢
坂
山
が
大

関
越
え
で
そ
の
裏
道
に
あ
た
る

の
が
小
関
越
え
で
す
。「
追
分
」

駅
か
ら
小
金
塚
近
く
ま
で
行

き
、
東
方
向
に
山
道
に
入
り
15

分
く
ら
い
歩
く
と
小
関
峠
に
出

ま
す
。
こ
こ
か
ら
車
道
と
な
り

10
分
近
く
歩
く
と
長
等
公
園
の

西
側
に
到
着
。
こ
の
付
近
か
ら

桜
が
見
ら
れ
ま
し
た
（
残
念
な

こ
と
に
満
開
の
ピ
ー
ク
は
過
ぎ

て
い
ま
し
た
が
）。
長
等
公
園
内

を
東
方
向
に
５
分
程
度
歩
く
と

展
望
台
が
あ
り
浜
大
津
が
眼
下

に
見
渡
せ
周
囲
は
桜
。
近
く
に

こ
ん
な
良
い
場
所
が
に
あ
っ
た

ん
だ
！
と
う
れ
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
５
分

ほ
ど
下
る
と
公
園
の
正
面
に
な

り
多
く
の
桜
の
木
の
下
で
、
弁

当
を
開
け
る
人
・
ス
ト
リ
ー
ト

ダ
ン
ス
を
楽
し
む
若
者
・
走
り

回
る
子
供
達
そ
こ
は
春
爛
漫
で

し
た
。

　
久
々
に
い
い
汗
を
か
い
て
美

し
い
景
色
に
出
会
え
た
一
日
で

し
た
。
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お使いみち

自由
※負債整理資金および

.業資金ほ除く

証明書類

不
返済額が
変わらない

固定

• • 
レインボークラブ会員の方なら年五0.2%

レインボクラブの加入条件低表面をご覧ください。

《別途、次の保証料が必要です》

. 組簸労働者の方・年0.70%または年1.50%・ 未組織労働者の方 年1.20%または年3.00%

箇翠国璽 匝唖亙垣~500万円 匡盃亙亘~300万円

H4H置・ 10年以肉

H 盟週 元利均等寄月遅滞向 元利均等聾月・ボーナス惜用返清-i..(一社)日本労働者信用基童協会問(樟)セディナ
※( 社)日本労働者情周基金悩舎の保Ii[が受けられない場合

(緯)セディナを保Ii[会社とした再審査を行います.

-ご利用いただける方安定した収入のある方で、当金庫指定の保Ii[後聞
の保匝を受けられる方。 ・審査においで当金庫が必要と帯断した喝合に

は賞金使途などの確関書類をご纏出いただ〈ことがあります .審査の

鑓果ご希望にそえない喝合があります固また審査結果の内容については

おこたえしかねますのであらかじめご7示ください園 .底頚に観明.をど鼠

窓しています。また"頭で返清額を鉱稼いたします. ・組織労働者とは

当金庫に出資加入していただいている労働組合などに所属されている組合

員の方です. ・末組織労働者とは組織労働者以外の方で近鰻2府4県
にお住まいかお勧めの方です. ・ご融資金春以ニついては 2015年3月31
日までにお申込みを受付け、かつ2015年4月30日までのご取資実行分が対象

となります， ・"織内容1t.2014.1:手4月1日現在です.

すべての勤労者の笑 顔のために インターネットにて相麟予約聖付中!r近鎗ろうきん a? 

近畿ううさん
http://www.rokin.or.jp 

帽枇措 置!i.OI20-191-968
圃 __9;OO-18;OO(%I!I.a.'1I!8.121!3.e叩叫1

(H-+'，削】



お使いみち限定でさらに安心盆利!!

レインボークラフ、会員の方なら年五0.1% 

| 以下のお使いみちならご融資金利は年保証料別)でご利用いただけます。 I
.自家周目齢車踊入費用(新車中古耳障ーバイク忽ど1
.関浬諸費用

(力一アクセサリー 運転免許取得車検修理ガレ ジ檀股忽ど)

・他金隊機測やディーラーの自動車ローン僧練費用

(自動車臼 ンの健院ができるもの)

.クルーザーモーターポート水上パイクスノーモービル怠どの帽入費用

お申込人また陰'''1'僚の教育関連賞金で次のものにご利用いただげます.

・殺宵錨殴への納付金(入学金銀策戦、錨岨股備.，実験実習貨はど}

・竪験のための資金{受駿料、受験のための旅費 宿泊費'.ど)

・その他就学に必要芯資金(教科・ a参考.代忽ど)

.海舛留学のための賞金(混航滞在費 教育館備納付金"ど)
・他盆.. 鎗関の教育ロ ンからの僧換賛同(教育ロ ンの確留ができるもの)

.結婚にかかる費用全般
・幽護費用、育児期間中(毎銀から小学綬入学前)に

必要な商昌の踊入費用

・育児休業体観中にかかる生活資金

.，続自宅療養費(付添い1e1lザーピス含吃η
・歯科婦正費用忽どの治療費

.介随用品の費用介掻鱒霞符への入居費周

.欝信費用環祭費用
(11地 墓石鴎入永代使用料"ど)

・地震風水書 火災悠どの災害か5の

復旧およ，u立ち上がり賞盆

。資金使途医明書窺(他金風織閥均らの借換えの場合降、ロン残高と返済状況が確鴎できる.類)をご鍵幽いただきます。
Cと融資金は使途E明.規等4こ配慮されている支払先への副長込となります.

《別途、;欠の保証料が必要です》

・組織労働者の方 年0.70%または年1.50%・未組鑓労働者の方.年1.20%または年3.00%
・ご利用いただげる方安定した収入のある方で 当金庫指定の呆匝機関

の保径を安けbれる方。 .審査において、当金庫が必要と判断した緬舎に

は資金使途などの確飽書績をご提出いただくことがあります. ・審査の

結果、ご希"にそえない喝合があります。また審査結果の内容については

おこたえしか絡ますので、あらかじめご了ゑください。 ・直観に脱明書をご用

意しています.また底頭で返清植を鼠疎いたします。 ・組織傍働者とは

当盆庫に出資加入していただいている労働鍋舎などに所属されている組合

員の方です. ・来組織労働者とは組線労働者以外の方で返複2府4県
にお住まいかお勤めの方です. ・ご融資金利については、2015年3月31
固までにお申込みを笠付け、カつ2015-'F4.1'!3Q目までのご磁資実符分が対象

となります. ・""内容は2014年4月1日現在です.

匡玄国歯 医亙至歪~500万円 医盃璽亘亙300万円

E璽置・ 10年以肉

e盟週 元利均等冨月返清または元利均等箇月 ・ボーナス併用返済
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一
ご入金いただくには 下配項目の由~喧のうち3項目以上のご契約が必要です.

フレックスローンの金利引下げをご利用いただくには 下配項目の由-@のうち3項目以上のご契約が必要です.
入金童、年金置

怠どI~不要です

由総与振込指定 (j)ろうきんダイレクト(インターネットバンキング契約) 申一般財形またはエース預金

@財形住宅、財形年金、ゅうゅう年金50のいずれか @定期預金100万円以上の預入 骨力 ドロ ン(マイプランまたは笑くぽ)

由住宅ロ ンまた!芯当金庫銀いの住宅支鑓機構(旧住宅金駿公庫}磁資軍ろうきんucカード 喧年金娠込指定 ⑩公尖料金自勧銀首

巴02T801


